
農
林
水
産
政
策
研
究

ISSN 1346-700X

Journal of Agricultural Policy Research

Policy Research Institute, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries（PRIMAFF）
Central Government Building No.4  3-1-1, Kasumigaseki,

 Chiyoda-ku, Tokyo 100-0013, Japan

農林水産政策研究所

【研究ノート】
浅井真康
デンマーク有機農業における家畜排せつ物の
取引を介したパートナーシップの現状

平林光幸・小野智昭
東北稲作・畜産複合地域における水田農業の
展開と担い手構造
－岩手県花巻市の開田地域（D地区）を事例として－

No. 24
Mar. 2015

第
二
十
四
号

二
〇
一
五
年 

三
月

No. 24 / Mar. 2015

CONTENTS

NOTE

Masayasu ASAI
Current Situation of Collaborative Manure Partnerships between Organic Farmers in Denmark

Mitsuyuki HIRABAYASHI・Tomoaki ONO
Agricultural Structure of Paddy Field Farming and Core Producers in the Tohoku Region; 

A Case Study in Hanamaki City, Iwate Prefecture



農林水産政策研究　第 24 号　目次

　研究ノート

デンマーク有機農業における家畜排せつ物の取引を介したパートナーシップの現状
　　　……………………………………………………………………………浅井真康……１

東北稲作・畜産複合地域における水田農業の展開と担い手構造
　　－岩手県花巻市の開田地域（D地区）を事例として－
　　　………………………………………………………………平林光幸・小野智昭……27



編　集　委　員

委員長　山　下　正　行

委　員　天　羽　　　隆

　　　　出　田　安　利

　　　　内　藤　恵　久

　　　　玉　井　哲　也

　　　　明　石　光一郎

　　　　吉　井　邦　恒

　　　　上　林　篤　幸

　　　　吉　田　行　郷

　　　　松　久　　　勉

　　　　石　原　清　史

　　　　田　丸　政　男
　　　　　　　　　　　　　　　　（2014 年 10 月１日現在）



『農林水産政策研究』投稿要領

（投稿できる原稿）
１．執筆投稿できる原稿は，所における研究成果，委託による研究成果，所員の共同研究の成果並びに農林水産省職員及び
農林水産省が所管する独立行政法人の研究機関職員による農林水産政策及び農林水産業に関する社会科学的研究の成果と
します。

（原稿の形式）
２．原稿は，原則として，ワープロでＡ４判用紙に縦置き・横書きに打ち出し，行間・天地・左右の余白を十分にとって下
さい。

３．打ち出しは，和文原稿の場合は，１枚につき 40 字×30 行，英文原稿は 28 行（１行 15 ～ 20 単語程度）として下さい。
（原稿頁数の基準）
４．投稿原稿は，印刷物できあがり頁数換算で，原則として，論文 45 頁（400 字換算 200 枚）以内，研究ノート及び調査・
資料 35 頁（同 160 枚）以内，書評 10 頁（同 45 枚）以内とします。

（要旨の添付）
５．投稿（書評原稿を除く）にあたっては，和文原稿では 300 ～ 600 字程度の和文要旨と 10 ～ 30 行程度（１行 15 ～ 20 単
語程度）の英文要旨，英文原稿では 10 ～ 20 行程度の英文要旨と 400 ～ 1,000 字程度の和文要旨を，各々の原稿に添付し
て提出して下さい。

（ジャンル区分の添付）
６．原稿は下記によるジャンル区分を明示し提出していただきますが，その決定は編集委員会において行います。
（審査及び刊行の決定）
７．投稿された原稿の審査はレフェリーが行い，その審査結果に基づく刊行の可否の決定は編集委員会が行います。
（掲載論文等の利用の許諾）
８．掲載論文等は，刊行が決定された時点において，著作物の利用の許諾（著作権法第 63 条第１項）が著者から所へ行わ
れているものとしますので，所として統一的に行う著作物の利用（例，ホームページへの転載）については，利用の許諾
の手続きは行わないものといたします。

（執筆要領）
９．詳しい執筆要領については，当所ホームページをご覧下さい。
（その他）
10．原稿料はお支払いしません。
　　また，原稿は返却しません。

『農林水産政策研究』のジャンル区分について

１．論説
　　論説は，原則として，課題の設定，研究方法，考察などが明示されたものであり，論文と研究ノートから構成される。
�（1）論文
　　論文は，先行研究の到達点を踏まえた課題設定を行い，一定の仮説・方法で検証を行い，あるいは理論的な考察を加え
ることにより，合理的に結論を導出し，研究成果としてオリジナルな貢献をするものを指す。

�（2）研究ノート
　　研究ノートは，萌芽的研究や研究途上の試論的な研究も含めた幅広い論稿を対象とし，課題の設定，研究方法（調査対
象，使用データ，分析手法等），考察内容などの少なくともいずれかにオリジナルな視点を有するもの，あるいは成果と
して積極的に公表することに意義があるものとする。

２．調査・資料
　　調査・資料は，農林水産政策研究を進める上で，情報提供という観点から公表することに意義があると認められるもの
とする。

３．書評
　　書評は書籍等の内容の紹介並びに批評を行うものとする。

原稿の投稿先
　　　〒 100-0013
　　　　東京都千代田区霞が関３-１-１中央合同庁舎第４号館
　　　　　　農林水産政策研究所　企画広報室広報資料課
　　　　　　Tel　03-6737-9013



本誌から転載・複写する場合は，当所の許可を得てください。

2015（平成27）年３月19日　　印刷・発行

農林水産政策研究　第24号

発行者　農林水産省　農林水産政策研究所

〒100–0013　東京都千代田区霞が関３–１–１
中央合同庁舎第４号館　　　
電話　東京　（03）6737–9000
FAX　東京　（03）6737–9600

印刷・製本　株式会社　美巧社



農
林
水
産
政
策
研
究

ISSN 1346-700X

Journal of Agricultural Policy Research

Policy Research Institute, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries（PRIMAFF）
Central Government Building No.4  3-1-1, Kasumigaseki,

 Chiyoda-ku, Tokyo 100-0013, Japan

農林水産政策研究所

【研究ノート】
浅井真康
デンマーク有機農業における家畜排せつ物の
取引を介したパートナーシップの現状

平林光幸・小野智昭
東北稲作・畜産複合地域における水田農業の
展開と担い手構造
－岩手県花巻市の開田地域（D地区）を事例として－

No. 24
Mar. 2015

第
二
十
四
号

二
〇
一
五
年 

三
月

No. 24 / Mar. 2015

CONTENTS

NOTE

Masayasu ASAI
Current Situation of Collaborative Manure Partnerships between Organic Farmers in Denmark

Mitsuyuki HIRABAYASHI・Tomoaki ONO
Agricultural Structure of Paddy Field Farming and Core Producers in the Tohoku Region; 

A Case Study in Hanamaki City, Iwate Prefecture


	表紙
	目次
	【研究ノート】デンマーク有機農業における家畜排せつ物の取引を介したパートナーシップの現状
	【研究ノート】東北稲作・畜産複合地域における水田農業の展開と担い手構造
	編集委員
	投稿要領他
	奥付
	裏表紙



